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償還報告書（全体版） 

[満期償還] 

先進国高利回り社債ファンド 
（為替ヘッジあり）２０１４－０９ 

 

 
 

信託終了日：2019年９月27日 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジ

あり）２０１４－０９」は、この度、信託期間を満了

し、償還の運びとなりました。ここに謹んで運用経過

と償還内容をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 単位型投信／海外／債券 

信託期間 2019年９月27日まで（2014年９月30日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準
のインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

先進国 高利回り 
社 債 フ ァ ン ド 
（為替ヘッジあり） 
2 0 1 4 － 0 9 

ハイ・イールド・ボンド・ファン
ド（Ｉ）受益証券およびマネー・
プール マザーファンド受益証券 

ハイ・イールド・ 
ボ ン ド ・ 
ファンド（Ｉ） 

日本を除く先進国の米ドル建の
ハイ・イールド債券 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・日本を除く先進国の米ドル建のハイ・イー
ルド債券を主要投資対象とし、信用リスク
に配慮しつつ相対的に利回りが高いと判断
される債券に投資します。 

・信託期間が約５年の単位型投資信託です。
投資する債券は、当ファンドの信託期間終
了前に満期を迎える短期の債券に限ります。 

・原則として、対円で為替ヘッジを行い、為
替変動リスクの低減をはかります。 

主な組入制限 

・投資信託証券への投資割合には、制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合には、制限を設け
ません。 

分配方針 

毎年１回（９月27日。休業日の場合は翌営業
日とします。）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、元
本超過額または経費控除後の配当等収益のい
ずれか多い額とします。基準価額水準、市況
動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額
を決定します。（ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

元 本 
残 存 率 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 額 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 銭 円 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2014年９月30日 10,000    － － － － － － － 100.0 

１期(2015年９月28日) 9,710    0 △290    △2.9 △2.9 0.0 － 96.8 95.1 

２期(2016年９月27日) 9,896    0 186    1.9 △0.5 － － 95.5 85.7 

３期(2017年９月27日) 10,284    0 388    3.9 0.9 － － 98.2 73.0 

４期(2018年９月27日) 10,224    0 △ 60    △0.6 0.6 － － 97.7 51.8 

(償還時) (償還価額)         

５期(2019年９月27日) 10,064.07 － △159.93 △1.6 0.1 － － － 40.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ 

2018年９月27日 10,224    － － － 97.7 

９月末 10,228    0.0 － － 98.2 

10月末 10,193    △0.3 － － 98.8 

11月末 10,200    △0.2 － － 97.1 

12月末 10,159    △0.6 － － 96.4 

2019年１月末 10,169    △0.5 － － 97.2 

２月末 10,171    △0.5 － － 98.2 

３月末 10,168    △0.5 － － 97.4 

４月末 10,160    △0.6 － － 97.3 

５月末 10,132    △0.9 － － 96.5 

６月末 10,129    △0.9 － － 97.5 

７月末 10,106    △1.2 － － 61.9 

８月末 10,091    △1.3 － － 47.5 

(償還時) (償還価額)     

2019年９月27日 10,064.07 △1.6 － － － 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 運用経過 
第１期～第５期：2014年９月30日～2019年９月27日 

設定来の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※単位型投資信託は実際には分配金は再投資されませんのでご留意
ください。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 １ 期 首 10,000円 
第 ５ 期 末 10,064.07円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 0.6％ 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

償還価額は設定時に比べ0.6％の上昇となりました。 
基準価額の動き 

主要国の株式市場が上昇するなど投資家によるリスク選好の動
きが強まったことや、ハイ・イールド債発行体の企業業績が堅
調となったことなどを受けて、米ドル建のハイ・イールド債券
が上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。 

上昇要因 

信託期間中において、組入銘柄の一部が連邦破産法第11章（チ
ャプター11）の適用を申請し、債務不履行（デフォルト）とな
りました。デフォルトした銘柄は、クイックシルバー（米国の
アパレル小売：チャプター11適用申請日は2015年９月９
日）、ローガンズ・ロードハウス（米国のレストランチェー
ン：同2016年８月８日）、ギブソン・ブランズ（米国の楽器メ
ーカー：同2018年５月１日）の３銘柄です。当該銘柄について
は、債券価格が買付価格を下回る水準で売却し、損失（債券の
買付価格と売却価格の差）を確定したことが、基準価額の下落
要因となりました。 
また、デフォルト・リスクが高まったと判断した一部の銘柄を
途中売却し、損失を確定したことも基準価額の下落要因となり
ました。特に、原油・ガス探査採掘や石油関連サービスなどの
エネルギー関連銘柄に関して、原油価格の下落を受け、債券価
格が大きく下落しました。こうした環境下、2015年11月以
降、更なる収益悪化の可能性などを考慮し、エネルギー関連銘
柄の一部を売却しました。 
対円で為替ヘッジを行う際に生じたヘッジコストが、基準価額
の下落要因となりました。 
信託報酬などの費用が、基準価額の下落要因となりました。 

下落要因 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 
投資環境について 

 
米ドル建のハイ・イールド債券市況 
米ドル建のハイ・イールド債券市場は、
信託期間を通してみると、上昇しました。 
設定時から2016年２月にかけては、原油
をはじめとする商品価格の下落などを背
景にスプレッド（国債との利回り差）が
拡大する中、市場はエネルギー・素材関
連銘柄を中心に大きく売られる展開とな
り、下落しました。その後は、主要国の
株式市場が上昇するなど投資家によるリ
スク選好の動きが強まったことや、ハ
イ・イールド債発行体の企業業績が堅調
となったことなどを背景に上昇しました。
信託期間を通してみると、同市場は上昇
しました。 
 

国内短期金融市場 
無担保コール翌日物金利は概ね０％前後
で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）の利
回りは概ね０％を下回る水準で推移しま
した。 
設定時から2016年１月までの無担保コー
ル翌日物金利は、日銀による金融緩和政
策の影響を受けて、概ね0.1％を下回る水
準で推移しました。２月のマイナス金利
の適用開始以降はマイナス圏での推移と
なり、足下ではマイナス0.05％程度で推
移しました。 
設定時からの国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りは、日銀による量的・質的金融
緩和のなか、2016年１月までは概ねマイ
ナス0.1％～０％の範囲で推移しました。
１月の日銀金融政策決定会合でマイナス
金利の導入が決定されると金利低下圧力
が強くなり、12月にかけてはマイナス
0.45％程度まで低下しました。その後、
短期国債の需給が緩和したことなどから
上昇傾向となり、足下はマイナス0.15％
程度で推移しました。 

 
 

第１期～第５期：2014年９月30日～2019年９月27日
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
先進国高利回り社債ファンド（為替
ヘッジあり）２０１４－０９ 
信託期間を通じて、米ドル建の外国投資
信託であるハイ・イールド・ボンド・フ
ァンド（Ⅰ）受益証券を高位に組み入れ、
マネー・プール マザーファンド受益証
券への投資も行いました。 
外貨建資産については、対円で為替ヘッ
ジを行い、為替変動リスクの低減をはか
りました。 
第５期（2018年９月28日～信託終了
日）は、償還に向け、2019年９月２０日
にハイ・イールド・ボンド・ファンド
（Ⅰ）受益証券の組入比率をゼロにしま
した。また、マネープール マザーファ
ンド受益証券を一部組み入れた運用を行
いましたが、2019年９月１９日に組入比
率をゼロにしました。 
 
ハイ・イールド・ボンド・ファンド
（Ⅰ） 
信託期間を通じて、日本を除く先進国の
米ドル建のハイ・イールド債券を主要投
資対象とし、信用リスクに配慮しつつ相
対的に利回りが高いと判断される債券に
投資を行いました。 
信託期間終了前に満期を迎える短期の債
券＊に投資を行い、当該債券の償還まで保

有することを基本戦略とし、信託期間終
了時の金利変動リスクの低減をはかるよ
うに運用を行いました。 
＊当ファンドにおいて「短期の債券」とは、当ファ
ンドの信託期間（約５年）終了前に満期を迎える
債券をいい、満期までの期間が１年未満の債券に
限りません。 
銘柄の選定にあたっては、信用力が高い
にもかかわらず、大手企業と比較して割
安に放置されている中堅企業などへ積極
的に投資を行いました。また、信託期間
を通じて、相対的に高い成長が見込まれ
る米国に対するビジネス依存度が高い企
業に対しては、積極姿勢としました。 
第５期（2018年９月28日～信託終了
日）は、信託期間終了前に満期を迎える
短期の債券に投資を行い、当該債券の償
還まで保有することを基本戦略とした運
用を継続しました。 
 
マネー・プール マザーファンド 
信託期間を通じて、わが国の国債や短期
国債（国庫短期証券）現先取引、コー
ル・ローンおよびＣＰ現先取引等への投
資を通じて、安定した収益の確保や常時
適正な流動性の保持を目指した運用を行
いました。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
 
分配金について 

 
信託期間中の収益の分配はありません。 
 
 
償還価額 

 
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９ 
償還価額は、10,064円07銭となりました。 
 
信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期 
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）

(ａ)信 託 報 酬  105  1.039 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

 ( 投 信 会 社 )  (33)  (0.325) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
 ( 販 売 会 社 )  (69)  (0.682) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
 ( 受 託 会 社 )  (3)  (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用  1  0.006 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (0)  (0.001) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  106  1.045  

期中の平均基準価額は、10,152円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、解約により受益権口数に変動があるた
め、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払
った費用を含みません。 

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

 

2018年９月28日～2019年９月27日

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

○売買及び取引の状況 (2018年９月28日～2019年９月27日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

アメリカ 千口 千アメリカドル 千口 千アメリカドル  

 ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Ｉ） 567 635 18,162 20,613  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・プール マザーファンド － － 99 99 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2018年９月28日～2019年９月27日) 

 

＜先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 22,120 3,543 16.0 19,982 2,819 14.1 

為替直物取引 68 － － 2,231 733 32.9 
 
 
 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

○組入資産の明細 (2019年９月27日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口   数 

(アメリカ) 千口 

ハイ・イールド・ボンド・ファンド（Ｉ） 17,595 

合 計 17,595 
 
 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

マネー・プール マザーファンド 99 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月27日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 1,740,675 100.0 

投資信託財産総額 1,740,675 100.0 
 
 
 
  

親投資信託残高 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2019年９月27日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 1,740,675,206   

 コール・ローン等 1,740,675,206   

(B) 負債 19,504,218   

 未払解約金 9,750,097   

 未払信託報酬 9,706,473   

 未払利息 7,269   

 その他未払費用 40,379   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,721,170,988   

 元本 1,710,213,413   

 償還差益金 10,957,575   

(D) 受益権総口数 1,710,213,413口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,064円07銭 
 
＜注記事項＞ 

設定年月日 2014年９月30日 

設定元本額 4,273,728,980円 

期首元本額 2,215,194,434円 

元本残存率 40.0％ 

また、１口当たり純資産額は、期末1.006407円です。 
 

○損益の状況 (2018年９月28日～2019年９月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    135,972   

 受取利息 623   

 支払利息 △    136,595   

(B) 有価証券売買損益 △  9,901,801   

 売買益 534,384,828   

 売買損 △544,286,629   

(C) 信託報酬等 △ 20,629,900   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 30,667,673   

(E) 前期繰越損益金 49,593,730   

(F) 解約差損益金 △  7,968,482   

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 10,957,575   
 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 
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先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2014年９月30日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2019年９月27日 資 産 総 額 1,740,675,206円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 19,504,218円 

純 資 産 総 額 1,721,170,988円 

受益権口数 4,273,728,980口 1,710,213,413口 △2,563,515,567口 受 益 権 口 数 1,710,213,413口 

元 本 額 4,273,728,980円 1,710,213,413円 △2,563,515,567円 １万口当たり償還金 10,064円07銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 4,067,825,435円 3,949,879,302円 9,710円 0円 0％ 

第２期 3,663,414,015   3,625,263,717   9,896   0   0   

第３期 3,121,231,262   3,209,733,400   10,284   0   0   

第４期 2,215,194,434   2,264,788,164   10,224   0   0   

信託期間中１万口当たり総収益金及び年平均収益率 64円07銭 0.1282％ 
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,064円07銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 
 

 

 


